































































































絵具：メジューム＝ 1 : 0.7
粘度（25℃） 6 ~ 9 ps 
ノリタケCT-10 カバーコート
黄褐色透明、アクリル樹脂








刷り台にBl アルミ枠を固定し花びらの l カラーを転

















































































4 ）と 5 ）のデザインの変化形としてシンプルなデザ
インをおこなった。













花弁Aカラー 九谷紫 5 ：九谷無色 95




















































































件を実験したが、原因不明であった。 パターンがはがれ いが、デザイン ・ コンセ
たちぢれたりした部分を手描きで補筆し再度焼成して目 プトは比較的広い和絵具
立たないレベルにし、ょうやく展示に間に合わせた。
























グラフィ ッ クデザインの厚塗り製版は最大 5 回塗りのと
ころを今回はテストの結果外側 7 回、内側 l 回塗 りで行
なった。 バケットコータ で感光乳剤を塗布して暗所で
40分間温風乾燥させ、再びパケットコーターで感光乳剤
を第 l 面の上に塗り重ねる。 その作業を 7 回繰り返して
乾燥後、原稿を配置し、露光を30分以上かけた。 版を洗
浄し、乾燥後に再度裏から感光させて完全に硬化させた。





























































2. 27 C mディナー皿
3. 21 C mデザート皿
4. 23cm リムスープ皿
5. アメリカンカップ＆ソーサー
6. 切立 （ス トレート）形状カップ＆ソーサー
7. シュガー（胴＆蓋）
8. クリーマー
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